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福岡県感染症発生動向調査感染症週報 
令和４年第２０週（令和４年５月１６日～令和４年５月２２日） 

 

 

■ 全数把握疾患報告 

病名 
福岡県 全国（前週） 

報告数 累積報告数 報告数 累積報告数 

結核 8 275 241 4,977 

腸管出血性大腸菌感染症 5 35 56 352 

レジオネラ症 1 11 34 406 

急性弛緩性麻痺 1 2 1 7 

後天性免疫不全症候群 3 34 9 295 

侵襲性肺炎球菌感染症 2 28 28 451 

梅毒 10 147 141 3,630 

バンコマイシン耐性腸球菌感染症 1 4 1 55 

  ※新型コロナウイルス感染症の最新の発生状況等は別紙をご覧ください。 

 

■ 定点把握疾患報告数 

病名 
福岡県 全国(前週) 

報告数 定点当たり 前週比 報告数 定点当たり 

インフルエンザ 0 0.00 - 6 0.00 

ＲＳウイルス感染症 16 0.13 1.78 292 0.09 

咽頭結膜熱 43 0.36 1.13 553 0.18 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 93 0.78 1.04 839 0.27 

感染性胃腸炎 766 6.38 1.18 13,021 4.15 

水痘 9 0.08 0.33 271 0.09 

手足口病 7 0.06 0.58 381 0.12 

伝染性紅斑 0 0.00 0.00 46 0.01 

突発性発しん 76 0.63 1.21 1,148 0.37 

ヘルパンギーナ 0 0.00 0.00 70 0.02 

流行性耳下腺炎 4 0.03 1.00 112 0.04 

急性出血性結膜炎 0 0.00 - 4 0.01 

流行性角結膜炎 6 0.23 1.50 118 0.17 

細菌性髄膜炎 0 0.00 - 8 0.02 

無菌性髄膜炎 0 0.00 - 6 0.01 

マイコプラズマ肺炎 0 0.00 - 3 0.02 

クラミジア肺炎 0 0.00 - 2 0.00 

感染性胃腸炎（ロタウイルス） 0 0.00 - 2 0.00 

 

■ コメント  

・今週は後天性免疫不全症候群(エイズ)の報告が３件ありました。エイズはヒト免疫不全ウイルス(Ｈ

ＩＶ)に感染して起こる病気です。ＨＩＶは感染力が弱く、日常生活においても、周りの人が感染す

ることはまずありません。また、ＨＩＶに感染したとしても、すぐにエイズを発症するわけではあ

りません。自覚症状のないまま数年が経過し、その間に免疫力が徐々に低下することによってエイ

ズを発症します。そのため、エイズ発症前にＨＩＶ検査で感染の有無を確認することが大切です。

もし、ＨＩＶに感染したとしても、医療の進歩により、エイズの発症を予防したり、遅らせたりす

ることができるようになっています。心配な場合は、最寄りの保健所に御相談ください。 

・福岡県感染症情報ホームページ(http://www.fihes.pref.fukuoka.jp/~idsc_fukuoka/)では、感染症

発生情報、病原体検出情報などがご覧になれます。 

がん感染症疾病対策課感染症対策係 
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○県内における新型コロナウイルス感染症の発生状況等について 

 

 
 

 
 

・福岡県では、下記のホームページにて随時、発生状況や感染予防策などの情報提供を行って

います。 

◇新型コロナウイルス感染症ポータルページ 
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/covid-19-portal.html 

 

 

 

 


